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総 務 部 総 務 課 
 

 

［第２次東金市財政リフレッシュ・プラン］ 

平成１９年度の成果 
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平成 18年度よりスタートした「第 2次財政リフレッシュ・プラン」について、同プラン

に位置付けた改革に対する本年度における各課の取り組みや方針等についての進捗状況に

ついて以下のとおり報告します。 

 

 

 

  

 第２次財政リフレッシュ・プランでは、平成１８年度～２２年度においての確保目標額

を３８億４千７百万円としているが、平成１９年度における取り組み目標額については、

８億２千万円です。 

 

【取り組みによる見込効果額】（目標値）               （単位：百万円） 

 H18 H19 H20    H21   H22   計    

歳

入

確

保 

市税収入等の確保 253 386 543 506 595 2,283 

受益者負担の適正化 0 50 50 50 50 200 

遊休土地の利活用 24 163 1 1 1 190 

歳入確保額計 277 599 594 557 646 2,673 

 

歳

出

削

減 

人件費等の抑制 ▲47 ▲118 ▲172 ▲171 ▲165 ▲673 

物件費の節減 4 ▲25 ▲30 ▲30 ▲30 ▲111 

補助費の縮減 10 ▲20 ▲30 ▲30 ▲30 ▲100 

その他経費の縮減 ▲58 ▲58 ▲58 ▲58 ▲58 ▲290 

歳出削減額計 ▲91 ▲221 ▲290 ▲289 ▲283 ▲1,174 

 

見込効果額（合計） 368 820 884 846 929 3,847 

 

 

 

 

 

［第２次財政リフレッシュ・プラン］ 

平成１９年度の取り組み状況報告 

（平成 18 年度中間報告） 

Ⅰ．平成１９年度及び各年度の取り組み目標額について 
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≪取り組みによる効果実績額≫                    （単位：百万円） 

 H18 H19 H20    H21   H22   計    

歳

入

確

保 

市税収入等の確保 453 527     

受益者負担の適正化 0 6     

遊休土地の利活用 34 0     

その他の歳入確保 0 2     

歳入確保額計 487 535     

 

歳

出

削

減 

人件費等の抑制 ▲155 ▲138     

物件費の節減 ▲2 8     

補助費の縮減 ▲44 92     

その他経費の縮減 ▲49 ▲50     

歳出削減額計 ▲250 ▲88     

  

 効 果 額（合計） 737 623    1,360 

計画目標率（累計） 9.57% 30.88％ 53.86％ 75.85％ 100％ 3,847 

(設定額） 
進 捗 率（累計） 19.16% 35.35％    

 

 

 

 

  第２次東金市財政リフレッシュ・プランの推進に当たっては、「東金市行財政リフレッ

シュ推進会議（会長＝市長）」を設置し進めております。 

また、本会議の円滑な運営を図るため、各専門分野の課題、横断的な課題の検討を図

る『各調査検討部会』を下部組織として設けており、これらと各関係課との連携により

推進しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ⅱ．推進体制について 

 

東金市行財政リフレッシュ推進会議 

事務局：行政改革推進室(平成 19 年度) 

各関係課 

各調査検討部会 
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１．市税収入等の確保について 

 

以下の取り組みにより、目標徴収率の達成に向けて取り組みました。 

【平成 19 年度の目標徴収率】 ７８．５％ 

 

【収納状況】                          （単位：千円） 

項  目 平成 19 年度実績 平成 18 年度実績 平成 17 年度実績 

収 納 率 82.5% 79.6% 77.1% 

収入済 額  7,902,408 7,319,536 7,099,686 

 【主な取り組み】 

項  目 内      容 

徴収対策 

 

①平日、夜間、休日における臨戸徴収を強化。 

 

 

 

 

 

 

②差押えを実施 

▼不動産 1件／対象税額 374,479,602 円 

土地 4,661 ㎡､家屋 162 ㎡。 

▼預貯金 335 件／差押金額 26,938,472 円 

▼動産  2件（１件インターネット公売実施） 

▼国税還付金 59 件／差押金額 10,529,300 円 

▼生命保険 2 件／差押金額 300,218 円 

平日徴収 4 班以上の体制で実施（毎日） 

夜間徴収 30 日間実施（火曜日）  

収納件数 61件 収納額 1,243,000 円 

休日徴収 23 日間実施（月末） 

収納件数 88件 収納額 1,685,340 円 

納税環境整備 ①はがき式の口座振替依頼書を作成し、納税通知書などにより配布 （申込み

状況７７６名／１２２３件） 

②口座振替パンフレットの配布 

③休日、夜間における納税相談窓口の開設 

 
 

休日納税相

談 

24 日間実施／ 

収納件数 827 件／収納額 37,969,350 円 

夜間納税相

談 

51 日間実施／ 

収納件数 560 件／収納額 19,419,430 円 

Ⅲ．歳入確保における取り組み 
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納税意識対策 ①市民への啓発活動の実施 
 

「市税のしおり」配布 4 月に全戸配布済み 

租税教室の開催 小学 5・6年生を対象に開催 

広報等への掲載 広報・ホームページへの掲載 

防災行政無線の活用 防災行政無線により納期、納税を

周知 

外国語パンフレットの

作成 

中国語、韓国語パンフレットの作

成、配布 

その他 千葉東テクノグリーンパークへの企業誘致 

 ４区画契約…（４企業…３社新規、１社拡張） 

  全体の企業の進出状況 

   総区画数４５区画＜進出区画率＝８６．７％＞ 

   契約済３９区画（２９社（立地済２４社）） 

 

２．受益者負担の適正化について 

 

【主な取り組み】 

  

項  目 内     容 

(1)「受益者負担の見直し

に係る基本方針」の作成 

「受益者負担の見直しに係る基本方針」（平成 19 年 1 月）に基づき、

必要に応じて適宜見直しを実施。 

(2)手数料条例の改正 上記『受益者負担の見直しに係る基本方針』を踏まえて東金市手数料

条例の改正を行った。（平成 19 年第１回東金市議会定例会） 

平成 19 年 7月１日より施行した。 

(3)下水道使用料の改正 平成 8 年度の使用料改正から 10 年間見直しがされていないことや近

年は下水道事業特別会計への一般会計からの繰り入れ額が 10 億円を

超える厳しい状況が続いており、公共下水道を利用する者と利用しな

い者の公平性の観点から料金見直しに着手。 

平成２０年第１回東金市議会定例会に提案したが否決となる。 

(4)ゴミ袋の有料化 東金市外三市町のごみ収集の一元化、減量化を目指し、ゴミ袋の有

料化については平成 17 年 11月に有識者等による『東金市廃棄物減量

等推進審議会』へ諮問し、5 回の審議を経て平成 18年 11 月に答申を

得て、作業を進め平成 19 年第 4 回東金市議会定例会に提案し可決さ

れ、平成２０年７月１日より実施。 
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 (1) 手数料条例の一部改正による効果 

   東金市手数料条例の改正による効果としては、6,166,000 円。 

   （平成 19年 7月１日から施行による、９ヶ月分として） 

                                  （単位：円） 

 

  ※平成１９年度実績の件数のカッコ内数値は、件数の内数とした減免等の件数です。 
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３．遊休土地の利活用 

 

【主な取り組み】 

 (1) 東金警察署跡地利活用検討部会では、長期の賃貸借の方向性を出したが、中央消防

署の敷地が決定されなかったので、最終的な方針の決定までには至りませんでした。 

（中央消防署の位置が決定し次第、利活用の方針を出せるように準備を進める。） 

 (2) 市有地（家徳地先）の公募売却について広く周知を行ったが、応募者がなく実施に

至りませんでした。（平成２０年度に再募集し、平成２０年８月入札実施） 

 

４．その他の歳入確保について 

市刊行物等に係る広告の有償掲載について、「東金市有料広告掲載要綱」、「東金市

有料広告掲載基準」、「東金市有料広告掲載基準に係る表示内容個別基準」に基づき実

施した。 

実施状況は以下のとおりです。 

 

【主な取り組み】 

実施項目 取り組み内容 

「市ホームページ」へ

の広告掲載 

市のホームページへのバナー広告の掲載を決定。 

・ 募集内容（1枠、1ヶ月当り 1万円。10 枠設定<最大 12 枠＞） 

・ 効果 1,220,000 円 

市内循環バスへの広告

掲載 

市内循環バスの車内（車外）広告を 8月より募集実施、決定。 

・ 募集内容（1枠、1ヶ月当たり 1,000 円） 

・ 効果 48,000 円（３社４枠分） 

「家庭ゴミの出し方」

への広告掲載 

年度当初に各戸配布している「家庭ゴミの出し方」の平成 20 年度版

について広告の掲載を決定。 

・ 募集内容（1枠、6万円。4枠設定） 

・ 効果 240,000 円 

・ ３月下旬に各家庭へ配布 

その他 上記に係る広告掲載審査委員会の開催（７回） 
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１．人件費抑制の状況について 

 

  【給料・管理職手当の状況】 

    昨年度に引き続き、市長 15％、教育長 10％、管理職の給料 2％、管理職手当 10％

減額を実施しました。 

    下記のとおり当初のリフレッシュプランの削減額を上回る減額となりました。 

（単位：百万円） 

 

 

 

 

※リフレッシュ・プランにおいてベースとしてとらえている人件費＝4,089 百万円 

 

【定員管理の状況】 

    職員数については、平成 1９年４月の人事異動後、４８５人。（四役を除く） 

    平成１９年度中の退職者は２５名、平成２０年採用は２７名（内訳は下記のとお

り）採用しており、平成２０年４月１日現在４８７名（四役を除く）です。 

一時的に増加することとなりますが、国体準備や特定健診等の国、県の施策によ

るものであり、在職する任期付職員１９名を除いた職員数は４６８名で、当初の目

標を前倒しで達成している状況です。 

 

［職員数 本年度の推移］                   （単位：人） 

年月日 職員数（四役除く） 備    考 

平成 19 年 4月 1 日 ４８５ 4 月人事異動後 

平成 20 年 4月 1 日現在 ４６８ 

（在職任期付職員 19名） 

19 年度末退職者 25名 

新規採用（27 名） 

 内 新規採用 15 名 

   任期付採用 11名 

   学校教育課長 1名 

 

【その他】 

   ［時間外勤務手当の状況］ 

     対前年同月比（3月末現在調査） 約 4％減 

 平成 19 年度 平成 18年度 比較 

時間外勤務手当の状況 41,629 千円 43,293 千円 ▲1,664 千円 

Ｈ19 年度 

総人件費 

（実績） 

減額実績 リフレッシュ・プラン 

での減額目標額 

比 較 

3,951 ▲138 ▲118 ▲20 

Ⅳ．歳出縮減における取り組み 
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   ［勤務時間割振りの弾力的活用］ 

     対前年同月比（3月末現在調査） 約 5％増 

 平成 19 年度 平成 18年度 比較 

弾力化の活用時間数 1,169 時間 1,114 時間 55 時間 

 

   ［早期退職優遇制度の導入状況］ 

     平成 19 年度末での実績 7名 

 

２．物件費の縮減について 

物件費については、賃金、旅費、交際費、需用費、役務費、備品購入費、委託料

など、その内容は多岐に及んでいます。細部については各所管課において適宜内容

を精査し、見直しを図っているところです。 

平成１９年度においては、後期高齢者医療制度構築によるシステムソフト購入費

用等が主な要因となって、計画と実績の差で 33百万円の増額となってしまいました。

（計画：25百万円減 実績：8百万円増） 

 

３．補助費の縮減について 

補助費については、国・県に対するもの、一部事務組合に対するもの、その他各

種団体等に対するものなど、その内容は多岐に及んでおります。細部については各

所管課において適宜内容を精査し、見直しを図っているところです。 

平成１９年度においては、一部事務組合への負担金として、山武郡市広域行政組

合負担金及び国保成東病院組合員負担金の増が主な要因となって、計画と実績の差

で 112 百万円の増額となってしまいました。（計画：20 百万円減 実績：92百万円増） 

 

４．その他の経費の縮減について（財団等への財政的関与） 

    指定管理者制度導入施設については、平成 18年度より指定管理料へ替えて予算措

置しているところです。平成 1９年度との比較については以下のとおりです。 

    なお、平成１８年度からの評価をまとめるための作業部会と選定審査会を開催し

ました。これは、平成２１年度からの指定を視野に入れたものです。 

【市の支出額の比較】                   

                            （単位：千円） 

施設名 Ｈ19 年度 

実績① 

Ｈ17 年度 

予算② 

実質効果見込額 

（②－①） 

体育施設（アリーナ等４施設） 147,787 171,937 ▲24,150 

東金文化会館 155,226 181,816 ▲26,590 

簡易マザーズホーム 21,036 21,335 ▲299 

福祉作業所 22,266 21,718 548 

※ 体育施設と東金文化会館のＨ19年度実績は、施設利用料（利用料金額）を加えた額です。 
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Ⅴ．民間能力の積極的活用 

 

 

 

 

 

【検討方法】 

民間能力の活用については、民営化、指定管理者制度の導入、業務委託など様々な取

り組みが考えられることから、行財政リフレッシュ推進会議の下部組織として設置した

『民間能力の積極的活用に係る調査検討部会』において検討し、各施設の現状や課題、

類似施設の先進事例等の調査を進めました。 

 

【対象施設と検討内容等】 

施設名 内   容 

保育所・幼稚園 〇部会において内部作業に着手。経費の状況等について調査した。 

図書館 〇図書館業務の窓口業務一部委託については、利用者サービスのメリ

ット、デメリット、また、コスト面からも委託の方が割高になる図書

館側の調査結果が、調査検討部会に報告される。 

ガス事業 ○先進地視察（四街道市） 

〇近年の全国の公営ガス事業の動向など全国の事例調査を進めた。 
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１. 市民等への財政状況の公表について 

 

【広報の活用について】 

これまで、広報による財政事情に関連する公表は、厳しい財政事情に対する市民の理

解を従前以上に深めてもらうため、平成１８年度と同様に下表のとおり年間６本の報告

を行いました。 

 

【その他】 

市職員への財政事情の周知状況については、昨年度と同様に千葉県総務部市町村課よ

り講師を招き、職員研修会を実施しました。 

 

 

 

 

 

 

 

発行日 平成 19 年度の状況 平成 18 年度の状況 

5月号 ・当初予算の特集 ・当初予算の特集 

10 月号  ・財政状況の公表  

11 月号 ・財政状況の公表、決算の特集 ・財政状況の公表、決算の特集 

12 月号 ・財政状況の公表 近年の動向 

・人事行政の運営状況の特集 

・財政状況の公表 東金市の家計簿 

1月号 ・財政状況の公表 東金市の家計簿 ・人事行政の運営状況の特集 

3月号 ・財政バランスシート特集 ・財政バランスシート特集 

計 ６本 ６本 

期  日 内          容 

6 月 27 日 財政リフレッシュ・プラン説明会（職員 182 名参加） 

10 月 24 日 行財政リフレッシュ推進会議職員研修会（職員 61名参加） 

【対 象】8～6級職員、部会員、補助員を対象に研修会 

 【テーマ】行政改革について 

 【講 師】千葉県市町村課行政室 主幹 小泉直美氏 

Ⅵ．その他 
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